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　９月13日（金）、仙台市若林区のサンフェスタ（卸町会
館）において、取引先のメーカー等42社のご協力をいた
だき、第30回宮管・管工事機材展示会を開催したところ、
組合員等531名が来場した。
　開会式は、午前９時40分から資材部管理課の阿部職員
の司会で進められ、はじめに井上理事長から「出展メー
カー・商社、資材委員の皆様方には、出展の準備から会
場の設営までご協力をいただき、お陰様で記念すべき第
30回の展示会を開催することができた。心より御礼申し
上げたい。今後も組合員の皆様に喜んでいただけるよう
努めていくので、更なるご支援をお願いしたい」と挨拶

第30回宮管・管工事機材展示会を開催第30回宮管・管工事機材展示会を開催

テープカット

手に触れて確かめる来場者

受付の様子

井上理事長から挨拶

たくさんの方にお越しいただきました

があった。続いて、井上理事長、渡辺毅浩資材委員長（中央管工業㈱）、大泉雄介資材副委員長（㈱
北栄工業所）、サンエス護謨工業㈱の加藤崇寛仙台支店長、㈱タブチの原田誉一副本部長によるテー
プカットが行われ、展示会が開幕となった。
　来場者は、出展メーカーの担当者から商品の説明を聞いたり、製品を手に取って使い心地を確かめ
たりしながら、各ブースをまわっていた。
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　展示会の企画・運営に当たられた資材委員並びに出展いただいた各社の皆様に心
より感謝申し上げます。ご協力誠にありがとうございました。
　これからも組合員の皆様に喜ばれるように、関係者一同、精一杯努力して参りま
すので、どうぞ宜しくお願い致します。

Mr. みやかん

出展会社（敬称略・50音順）

　・㈱アカギ
　・旭日産業㈱
　・アビトップ㈱
　・ＳＦＡ　ＪＡＰＡＮ㈱
　・㈱カクダイ
　・㈱川西水道機器
　・㈱キッツ
　・㈱クボタ
　・㈱クボタケミックス
　・倉敷化工㈱
　・㈱栗本鐵工所
　・㈱工進
　・コスモ工機㈱
　・㈱サイエンス
　・ＳＡＮＥＩ㈱
　・サンエス護謨工業㈱
　・㈱三金
　・シーケー金属㈱
　・㈱シバタ
　・㈱清水合金製作所
　・ジャパンエンヂニアリング㈱

　中には、マイクロバブルシャワーを実演したり、
子供向けのおもちゃを販売する等、それぞれ趣向を
凝らした出展で来場者を楽しませていた。
　食事処では「豚丼・カレーライス」を用意し、当
組合による産直コーナーでは、梨の販売を行った。
　また、恒例のお楽しみ抽選コーナーでは、第30回
の記念展示会ということで、空くじ無しの抽選とさ
せていただいたこともあって最後まで盛り上がりを
見せ、午後４時、渡辺資材委員長の挨拶を以て、大
盛況のうちに閉会した。

　・積水化学工業㈱
　・大成機工㈱
　・㈱竹村製作所
　・㈱タブチ 
　・㈱鶴見製作所
　・ＴＯＴＯ㈱
　・㈱ノーリツ
　・西尾レントオール㈱
　・㈱日邦バルブ
　・日本鋳鉄管㈱
　・㈱光合金製作所
　・日之出水道機器㈱
　・百人力
　・フネンアクロス㈱
　・ブリヂストン加工品ジャパン㈱
　・前澤化成工業㈱
　・前澤給装工業㈱
　・前澤工業㈱
　・未来工業㈱
　・㈱ＬＩＸＩＬ
　・リンナイ㈱

豚丼またはカレーライスを選んでいただきました
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　６月28日（金）、当組合３階研修室において、令和６年度宮城県管工業協
同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等84名が参加した。この
安全大会は、特に専門工事業者として自主的な安全衛生管理の向上に努め、
労働災害防止の一層の推進を図ることを目的に毎年開催している。
　当日は、阿部経理課長の司会で開会し、業界関係の物故された方々に対
して黙祷を捧げた後、井上理事長から「労働災害は、建設業の占める割合
が非常に高く、死亡者は減少傾向にあるもののゼロではない。労働災害が
発生すると、現場や会社に影響が出るし、何より家族が悲しい思いをする。 井上理事長
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令和6年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催令和6年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
～本年度安全スローガン『気の緩み　しないさせない声掛けを　みんなで掛け合う安全確認』を採択～～本年度安全スローガン『気の緩み　しないさせない声掛けを　みんなで掛け合う安全確認』を採択～

優良事業所表彰　㈱三浦組（左） 安全の誓いを読み上げる四野見氏（左）

まずは安全に近づける努力を惜しまないでほしい」と挨拶があった。
　次に、来賓を代表して、仙台労働基準監督署長（代理：同署斎藤俊英安全衛生課長）から「同署管
内の労働災害は、昨年３月以降、建設業での死亡災害ゼロを継続中であることは、皆さまの弛まぬ努
力の賜物と深く敬意を表する。一方で、転倒や腰痛等労働者の作業行動に起因する死傷災害の増加や
建設三大災害（墜落・転落、重機災害、土砂崩壊災害）は依然として発生している。凡事徹底で災害
防止に取り組むとともに、過重労働防止の徹底、メンタルヘルス対策の推進、熱中症対策等労働者の
健康管理をお願いしたい。建設業は、地域づくり及び社会基盤を維持する基幹産業であり、その重要
性は益々高まっており、皆様の仕事は、より良い未来を創造していくものにほかならない。すべての
方が意欲と能力を最大限に発揮し、心身ともに健康で安心して働くことができる労働環境となるよう
取り組んでいただきたい」と祝辞をいただいた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、井上理事長から優良事業所となった㈱三浦組と優良職長２名に
対して表彰状と記念品が、また、安全標語の入賞者５名に賞状と記念品が授与された。続いて、優良
職長表彰を受賞した四野見宗克氏（㈱興盛工業所）が参加者を代表して「安全の誓い」を読み上げた
後、安全スローガンの採択に移り、令和６年度宮管安全スローガンとして『気の緩み　しないさせな
い声掛けを　みんなで掛け合う安全確認』が採択された。

　次に、斎藤課長から、『熱中症災害の防止と化学物質管理について』と題した安全講話をいただいた。
　はじめに熱中症災害防止について、「昨年は熱中症災害件数が急増した。建設業は熱中症対策が進
んでいるが、屋外作業及び室内でも風通しの悪い場所で作業をしなければならない建設業は、熱中症
のリスクがある産業であることを再認識し、万全の対策をお願いしたい。熱中症災害は前日夜の過ご
し方の影響が大きいので、深酒等を避け十分な睡眠が大切である。2023年の熱中症における死亡災害
が総数で31件発生しているが、熱中症予防対策や事前の労働安全教育が確認できなかったものが多い。
熱中症について症状や発生要因等の知識を持ち、具合の悪いときは自ら名乗り出てほしい。なお、様
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安全の誓い
　令和５年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の死傷者が300名（内、死
亡者数は４名）で、前年比で死亡者数は１名、死傷者数は９名の減少となりました。
　この結果を踏まえ、引き続き「人命尊重」という基本理念の下、労働者が健康で安全に働くこ
とのできる職場環境を構築していくため、労使一丸となって安全衛生管理体制の強化を図ってい
かなければなりません。
　私ども建設業界と致しましては、技術者・技能者の慢性的な不足や高齢化が進む現状から担い
手の確保と育成に向けて、経営トップの強いリーダーシップの下で、労働時間・休日等の改善を
含む働き方改革やメンタルヘルス対策等の労働環境改善に取り組む必要があります。
　私たちは、令和６年度全国安全週間のスローガンである『危険に気付くあなたの目　そして摘
み取る危険の芽　みんなで築く職場の安全』の下に、一人ひとりが安全に対する意識を高めて、
現場・職場における「災害ゼロ」に向けて最善の努力を尽くして参ることを誓います。

子を見に行ったら亡くなっていたという事例がとても多いので、休ませる
場合は、必ず見守る人を付けるようお願いしたい。付けられない場合は、
軽症と思っても速やかに病院に行く、救急車を呼ぶ等、臆せず医療機関を
受診していただきたい。『熱中症対策は会社のためにするものではなく、
自分のためにするものである。セルフコントロールができるよう労働者に
理解してもらうことが非常に重要』」と、具体的な数字を挙げて説明した。
　次に、化学物質管理について、2024年４月１日に労働安全衛生法が改正
されたことを中心に説明され、「化学物質管理者・保護具着用管理者共、
各会社（事業所）毎に一人選任していただきたい。各現場毎ではなくて構

仙台労働基準監督署　斎藤課長

わないので、研修を受けることを強く推奨する」とのことであった。最後に、「組合員の皆様にはい
つも熱心に講話を聞いていただき、災害発生率も低いと思われる。引き続き、安全対策・働き方改革
への取り組みにご協力いただきたい」とまとめられた。
　大会の終わりに服部達彦総務・厚生副委員長（服部産業㈱）から「我々建設業は、与えられた工期
の中で、発注者の求めるものを収めるのが仕事だが、安全は全てのものに最優先するということを忘
れてはならない。本日の安全大会で伺った話を現場の隅々にまで周知し、労災を決して起こさないと
いう強い気持ちで一丸となって仕事に向き合っていこう」と閉会の挨拶があり、大会を終了した。

【来　賓】（以下、敬称略）
　仙台労働基準監督署安全衛生課　　　斎藤　俊英　課長
　仙台市水道局給水部給水装置課　　　天間　智哉　主幹兼給水装置係長
　仙台市建設局下水道経営部業務課　　鈴木　雄一　課長

【優良事業所表彰】　　㈱三浦組

【優良職長表彰】　　　四野見宗克氏（㈱興盛工業所）、伊藤　正法氏（渡辺建設工業㈱）

【安全標語】
　最優秀賞『もう一度　手間を惜しまず再確認　見直す勇気がみんなを守る』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　貴之（㈱大盛設備工業）
　優秀賞『慌てるな　急いだ心にひそむ事故　５分の余裕で安全作業』種市　正彰（中央管工業㈱）
　入　賞『忘れるな　ヒヤリで済んだ実体験　指差し呼称で危険回避』庄司　良和（㈱ 相 澤 設 備）
　入　賞『気を抜かず　ゆとりを持って　安全作業』　　　　　　　　 大塚　歌織（㈱大盛設備工業）
　入　賞『危険予知は　心と時間のゆとりから』　　　　　　　　　　 髙橋　　翔（中央管工業㈱）
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仙台市水道事業管理者より感謝状が贈呈される仙台市水道事業管理者より感謝状が贈呈される
 ～能登半島地震の応急復旧活動に対して～ ～能登半島地震の応急復旧活動に対して～

　６月26日（水）、仙台市青葉区のホテル白萩において、能登
半島地震被災地での水道の応急復旧活動に対する感謝状の贈
呈式が行われ、当組合と配水管部会の組合員11社（中央管工
業㈱、渡辺建設工業㈱、㈱三浦組、㈱大盛設備工業、佐静建
設㈱、坪田工業㈱、㈱ユーワ技研、三豊工業㈱、本山振興㈱、
㈱仙塩管工事センター、㈱日幸商會）に加藤邦治仙台市水道
事業管理者より感謝状が贈呈された。
　なお、応急復旧活動の様子は、“みやかん”若草号、盛夏
号に掲載のとおり。
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水道フェア2024開催水道フェア2024開催

　８月20日（火）、仙台市青葉区のせんだいメディア
テークで仙台市水道局主催による「水道フェア2024」

［共催：公益財団法人仙台市水道サービス公社・宮城
県管工業協同組合］が開催された。
　このフェアは、仙台の水道水のおいしさや安全性、
災害に備えた取組等を市民に知ってもらい、子どもか
ら大人まで水道について学べる機会として実施されて
いる。
　フェアには早くからたくさんの親子連れが詰めか
け、予定時刻を10分早めた午前10時20分に開場した。
ステージイベントでは「絵てがみ・写真コンテスト」

今年も大人気だったスーパーボールすくい

「絵てがみ・写真コンテスト」表彰式

バルーンアートで飾られた入口

組合ブースの様子

の優秀作品に対する表彰式をはじめ、仙台市水道局軽音楽部の演奏、「ほやドル・萌江さん」によるトー
ク＆ライブ、ラプラスとの撮影会などが行われたほか、浄水場で水がきれいになる仕組みを実験を交
えて紹介する浄水場ラボや、水道水を当てるきき水

0 0 0

にチャレンジ、能登半島地震の復旧応援活動を紹
介した写真の展示等、水について楽しく学べるコーナーが盛り沢山だった。また、青下の杜プロジェ
クト参画団体（当組合も参画）によるスーパーボールすくいコーナーは子供たちから大人気で、場内
は終始賑った。

　当組合は、模擬配管（水道メーターを含む宅内
給水装置の一部）を展示し、水道水の流れに沿っ
た給水装置のしくみと、漏水の見分け方等につい
て説明し、当組合の名入ウエットティッシュを配
布しながら組合のＰＲを行った。また、市民から
の様々な質問に対して当組合上下水道委員会の神
田和隆委員（㈲明和設備工業）と古山幸司委員（山
幸綜合設備㈱）が中心となって丁寧に応じ、当業
界のイメージアップに努めた。
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2024仙台市下水道フェア開催2024仙台市下水道フェア開催

雨が強くなり、テント内に入って行いました

親子連れで賑わったミニトレイン

空き缶釣りの様子

　９月15日（日・祝）、仙台市青葉区の勾当台公園で「2024仙台市下水道フェ
ア」が開催された。このフェアは、下水道資機材や高圧洗浄車の展示、デ
ザインマンホールのスタンプラリー、クイズなどを通じて、楽しみながら
下水道と水環境について広く市民に知ってもらい、また、その重要性につ
いて考えてもらうイベントとして実施されている。
　下水道フェア実行委員会の佐藤秀樹会長（仙台市建設局長）の挨拶の後、
開幕時刻の午前10時になると多くの家族連れ等が詰め掛けた。
　当組合は、上下水道委員会の後藤和弘委員（㈲勇扇工業）と岩城貴大委
員（㈱江陽工業）、そして、日之出水道機器㈱と前澤化成工業㈱のメーカー
２社に協力をいただき、組合役職員と合わせて６名体制でフェアを盛り上

下水道フェア実行委員会
佐藤会長

げた。当組合のブースでは、前澤化成工業がゲリラ豪雨対策の圧力開放蓋を展示し、日之出水道機器
はおもちゃの釣り竿を使って空き缶をつり上げる
子供対象のゲームと景品を準備、上手につり上げ
た人には、くじ引きで全国（ご当地デザイン）の
マンホール型ペーパーウエイトやキーホルダー等
がプレゼントされるとあって、たくさんの子供た
ちから人気を集めていた。
　あいにくの雨模様で、傘を差しながらのフェア
となったが、井上理事長をはじめ多くの関係者の
皆様から労いと励ましをいただき、業界と当組合
のＰＲに努め、市民に理解を深めてもらう一日と
なった。
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宮城県立仙台高等技術専門校職業講話を開催宮城県立仙台高等技術専門校職業講話を開催

　７月29日（月）、仙台市宮城野区の宮城県立仙
台高等技術専門校（以下、高技専）設備工事科
の実習室において、職業講話を開催した。開催
にあたっては、当組合のほか、メーカー３社（㈱
クボタ・積水化学工業㈱・前澤給装工業㈱）か
ら協力をいただいた。
　この講話は、配管技能を習得し、資格を取得
しながら就職を目指している設備工事科の生徒
の意識高揚と職業観の醸成を図るために企画さ
れたものであり、高技専からの依頼を受け、昨
年に引き続き３度目の開催となった。
　当日は午前９時30分に開講し、はじめに高技
専設備工事科の佐藤猛彦先生から開催の目的が

小野委員長の講話の様子

説明された後、井上理事長から挨拶があり、「当組合は水と空気を安全かつ安定的にお届けするとい
う重要な役割を担う企業で構成されている事業協同組合である」ことを生徒たちに伝えた。
　講話は、先ず当組合の小野修司広報委員長（全栄興業㈱）から、「管工事業の役割と将来」をテーマに、
当組合の概要、管工事業（配水管工事・ビル設備・住宅設備）、東日本大震災への取り組み等につい
て説明があった。
　続いて、各メーカーからの講話では、最新の製品・技術について、㈱クボタから「ダクタイル鉄管
の概要」、積水化学工業㈱から「水道配水用ポリエチレン管の施工」、前澤給装工業㈱から「水道管路
と給水装置の役割」についてそれぞれ説明され、生徒たちは管工事業について理解を深めた。
　全ての講話が終了した後、生徒一人ひとりに質問等を求めたところ、労働環境や待遇等に関する質
問が出され、小野委員長が一つひとつ丁寧に答えた。



− 9 −

　６月25日（火）、当組合３階研修室において、令和６年度教育・研修事業
の一環として、フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催し、
組合員従業員26名が受講した。講師は建設業労働災害防止協会宮城県支部
の猿賀昇一指導員が担当した。冒頭、本事業を所管する総務・厚生委員会
の松岡清一委員長（㈱松清産業）から開会の挨拶があった後、早速講習に
入った。
　座学は、猿賀指導員が一方的に伝えるのではなく、時折受講者に質問を
しながら進められ、能動的な講義を行うことで必要な知識を身に付けても
らった。また、「安全は人のためにあり、安全を理解することが重要である」

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催

松岡委員長

建設業労働災害防止協会
猿賀指導員

と述べ、労働災害の防止を徹底するよう力説された。そして、杜撰な管理
体制が引き起こした悲惨な災害事例が紹介され、二度とこのような事故が
起きてはならないと注意喚起された。
　実技では直前の座学で学んだ知識を確認してもらうため、受講者全員が
フルハーネス型安全帯によるぶら下がりを体験し、猿賀指導員は、実際に
現場で装着する際の注意点等、受講生一人ひとりに丁寧な指導を行った。
　講習会は午前（９時～ 11時50分）と午後（12時50分～ 16時40分）を通
して行われ、後日、受講者全員に修了証が交付された。長時間にわたるも
のであったが、受講者は終始真剣な表情で講義を受けていた。

座学の様子 ぶら下がり体験の様子
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　６月19日（水）、当組合３階研修室において、配水用ポリエチレンパイプ
システム協会（以下、ポリテック協会）の協力をいただき、令和６年度教
育・研修事業の一環として、水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講
習会を開催し、組合員等41名が受講した。
　講習会は、午前の部（９時～ 12時）と午後の部（13時30分～ 16時30分）
の計２回開催し、確認試験の合格者に受講証が交付された。
　水道配水用ポリエチレン管は、阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本
地震において被害が確認されていないことから耐震管に認定され、全国の

令和6年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催令和6年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催

堀理事

ポリテック協会
八幡部長

水道事業体での採用が増加している。仙台市水道局発注案件においても、
平成30年度より試験施工が実施され、昨年度から本格採用（口径50㎜、75
㎜、100㎜）されることになった。
　また、仙台市水道局の本格採用に伴い、県内各水道事業体での採用も予想
されることから、宮城県管工事業協同組合連合会会員企業へも受講を案内した。
　９時から行われた第１回目には22名が参加し、はじめに当組合の堀理事
から挨拶があった後、ポリテック協会の八幡諭需要開発グループ担当部長
から講習会の要領が説明され講習に入った。
　東日本大震災時、東北地方に埋設されていた約700㎞の水道配水用ポリ
エチレン管が無事故だったことが高く評価されたが、その性能を遺憾なく発揮させるためには施工者
の技術力が不可欠であり、受講者は、実際の管に触れ講師の説明を受けながら施工方法を学んでいた。
 なお、講習内容は次のとおり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○座学
　①水道配水用ポリエチレン管についてのビデ

オ、施工マニュアルによる基本技術説明
○実技
　①電気融着接合の説明と実技実習
　②サドル付分水栓（鋳鉄サドル）取付・穿孔の

説明と実技実習
　③メカニカル接合の説明と実技実習
○確認試験
○質疑応答 実技の様子
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菅原副理事長（右）からトロフィーを
受け取る清水支店長

令和６年度宮管親善ゴルフコンペを開催令和６年度宮管親善ゴルフコンペを開催

　９月10日（火）、仙台市泉区の泉国際ゴルフ倶楽部において、令和６年度宮管親善ゴルフコンペを開
催したところ、組合員及び取引先等54名が参加した。このコンペは、福利厚生事業として総務・厚生
委員会が担当して実施した。
　開会式は髙田浩之委員（ウォーターワークス仙台㈱）の司会で進められ、松岡清一委員長（㈱松清
産業）の挨拶と服部達彦副委員長（服部産業㈱）による競技方法の説明があった後、ＯＵＴとＩＮ
コースの二手に分かれてスタートした。このゴルフ場は、仙台市郊外の泉ヶ岳ふもとの丘陵地に広が

順　位 氏　名 会　　社　　名 ＯＵＴ ＩＮ GROSS HDCP NET
優　勝 　清水　竜一 前澤工業㈱東北支店 46 50 96 22.8 73.2
準優勝 　村上　和浩 ㈱興盛工業所 43 43 86 12.0 74.0
第３位 　大泉　健一 ㈱竹村製作所仙台支店 43 42 85 10.8 74.2
第４位 　渡辺　　皓 中央管工業㈱ 44 50 94 19.2 74.8
第５位 ※津々良文宏 ㈱多久製作所 41 40 81 6.0 75.0

※ベストグロス

る高低差の少ない恵まれた地形の林間コースで、ほとんど
のティーグラウンドからグリーンのピンが見える。当日は
天候にも恵まれ、参加者は自慢の腕前を競いながらスポー
ツの秋を満喫した。
　ホールアウト後の表彰式では、はじめに菅原副理事長か
ら挨拶があり、安達一昭委員（㈱安達工業）から成績発表
が行われ、前澤工業㈱の清水竜一東北支店長が見事優勝を
果たした。
　なお、結果は次のとおり。
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　６月21日（金）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室において、
㈱宮城県管工事会館第51期定時株主総会が開催され、株主30社7,937株（委
任状出席の15社568株を含む）が出席した。
　午後２時、司会を務めた小野修司取締役（当組合理事）より、総会が適
法に成立していることが報告され、菅原雅美代表取締役社長（当組合副理
事長）から、「先行き不透明な経済状況にあるが、おかげさまで当会館は、
令和６年３月末時点で入居率100％を達成し、館内増床や新規テナント等
多くの皆様にご愛顧いただいている。その結果、前期以上の増収となり、
当期利益を出すことが出来た。昨年は、駐車場改修工事やトイレドアの改

株主総会の様子

菅原社長

修等、入居テナントの皆様に快適にご利用いただけるよう整備した。今後とも健全経営に努めていく
ので、株主の皆様には更なるご支援とご理解を賜りたい」との挨拶があった。
　続いて、定款に基づき、菅原社長が議長に就任して議事が進められ、第１号議案から第３号議案は、
原案どおり承認可決された。
　総会議案と新役員は次のとおり。
　なお、代表取締役社長には菅原雅美氏が
再任された。
　

［総会議案］
　第１号議案　事業報告及び計算書類承認

の件
　第２号議案　取締役選任の件
　第３号議案　役員報酬決定の件

㈱宮城県管工事会館第51期定時株主総会開催㈱宮城県管工事会館第51期定時株主総会開催

［新役員（敬称略）］
　代表取締役社長（再任）　菅　原　雅　美（㈱同和設備工業所）
　取 締 役 副 社 長（ 同 ）　小　林　照　和（㈱興盛工業所）
　 同 （昇任）　井　上　　　環（井上設備工業㈱）
　取 締 役（再任）　小　野　修　司（全栄興業㈱）
　 同 （ 同 ）　松　岡　清　一（㈱松清産業）
　 同 （ 同 ）　郷　古　孝　雄（㈲藤英工業）
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　８月28日（水）、北海道登別市の登別グランドホテルにおいて首題協議会
が開催され、全国管工事業協同組合連合会（以下、全管連）の渡辺皓相談
役（当組合常任相談役）を来賓としてお招きし、全管連東北ブロックから
16名、同北海道ブロックから26名の合計43名が出席した。
　会議は、北海道ブロック事務局の児玉博之事務局長が司会を務め、はじ
めに、佐藤安幸北海道ブロック長（北海道管工事業協同組合連合会会長）
と鹿野淳一東北ブロック長（山形県管工事業協同組合連合会会長）から挨
拶があった後、両ブロックから出された議題について意見交換が行われた。佐藤北海道ブロック長

鹿野東北ブロック長

１．北海道・東北ブロック共通の提出議題
（１）水道事業体からの委託業務等について

２．東北ブロックからの提出議題
（１）建設業における技術継承及び人材不足の対応策に向けた働き方改革

について
（２）給水装置工事申込における電子申請化の状況について
（３）県（道）管連の事業活性化にむけた取り組み事例について
（４）配水管工事への週休２日導入状況について
（５）災害時応急復旧活動における労災保険の取り扱いについて

会議の様子

３．北海道ブロックからの提出議題
（１）能登半島地震への応援対応と今後

の課題について
（２）技術継承について
（３）人材育成について
（４）雇用確保について

第26回全管連北海道・東北ブロック協議会開催第26回全管連北海道・東北ブロック協議会開催
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令和６年度産業安全衛生宮城大会開催令和６年度産業安全衛生宮城大会開催
～坪田工業㈱が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～～坪田工業㈱が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～

　７月３日（水）、仙台市泉区の仙台銀行ホールイズミティ 21において、令
和６年度産業安全衛生宮城大会が行われ、当組合から推薦した坪田工業㈱（代
表取締役社長　坪田映二氏）が、安全管理活動が優良で長期の無災害を持続
している事業場として建設業労働災害防止協会（以下、建災防）宮城県支部
長から優良賞を受賞した。
　大会は午後１時15分、（公社）宮城労働基準協会の阿部俊徳会長の開会のこ
とばがあり、主唱者である宮城労働局の小宅栄作局長の挨拶に続き、来賓を
代表して宮城県知事（代理：経済商工観光部　島瀨康史副部長）より祝辞が坪田工業㈱　坪田社長
あった。

　次いで、安全衛生表彰が行われ、厚生労働大臣表
彰、宮城労働局長表彰、（公社）宮城労働基準協会長
表彰、建災防宮城県支部長賞、陸上貨物運送事業労
働災害防止協会長表彰が授与された。
　続いて、大会宣言の採択、青森大学客員教授の竹
林正樹先生による「ナッジを活かした安全衛生～ど
うすれば働く人が健康で安全な行動ができるか？」
と題した講演が行われ、大会を終了した。

大会の様子
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　６月10日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催された仙台市技能職
団体連絡協議会（以下、仙技連）令和６年度通常総会の前段において、令和６
年度優秀技能者表彰式が挙行され、16職種25名が表彰された。

㈱北栄工業所
吉岡氏

総会の様子

　この表彰は、仙技連を構
成する会員の中から、経験
15年以上を有し、他の模範
と認められた方を対象に実
施している。
　今回、配管職部門として
は、当組合から推薦した吉

岡久志氏（㈱北栄工業所）が受賞した。
　誠におめでとうございます。

仙台市技能職団体連絡協議会令和6年度優秀技能者表彰受賞仙台市技能職団体連絡協議会令和6年度優秀技能者表彰受賞
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全国管工事業協同組合連合会　令和６年度スローガン
　７月18日（木）、島根県松江市の島根県立産業交流会館（くにびきメッセ）において全国管工事業協
同組合連合会の令和６年度通常総会・全国大会が開催され、令和６年度スローガンが次のとおり決議
されました。

１．若者の育成と技術技能の継承に努めて業界の未来を創ろう
１．地域密着の現場力・技術力を生かし迅速な災害復旧に貢献しよう
１．従業員の処遇改善を図り業界の魅力を高めよう　 

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　令和６年度スローガン
　５月21日（火）、東京都千代田区の帝国ホテル東京において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の
第76回通常総会が開催され、令和６年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．生産性の向上、適正な工期の確保とともに施工現場の４週８閉所の拡
大・定着を図ることにより、「働き方改革」を推進しよう

２．健康で安全な労働環境づくりにより新４Ｋの実現を図るとともに、空
調衛生工事業のイメージアップを図り、未来を担う多様な人材の確
保・育成を図ろう

３．地球温暖化対策に積極的に取り組み、カーボンニュートラルの実現と
ＳＤＧｓの達成に貢献しよう

４．直接発注（分離発注）等の適切な発注方式を推進するとともに、直接
発注の案件についてはできる限り対応しよう

５．建設業法の許可業種区分について「機械設備一式工事」または「空調
衛生工事」の実現を目指そう

６．法令の遵守ならびに人権の配慮により企業の社会的責任を果たす事業
運営を徹底しよう
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フリーランス新法が11月に施行されます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山ＦＰ社会保険労務士事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　北　山　茂　治

社会保険労務士からの目

　令和５年４月28日に「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」（以下「フリーランス
新法」という）が成立し、同年５月12日に公布されました。この新法は令和６年11月１日に施行とな
ります。この新法の適用範囲は広く、企業の取引実務に与える影響も大きいものとなっておりますの
でその内容を見て行きたいと思います。
　
＜フリーランス新法の意義＞
　従来フリーランスと発注事業者との取引トラブルに関してはすでに「フリーランスとして安心して
働ける環境を整備するためのガイドライン」（以下「フリーランスガイドライン」という）が策定さ
れています。ただし、このガイドラインはあくまで現行法制度上の解釈を前提にしたものですから、
下請法の適用がない場合には書面交付等の取引条件の明示を義務付けられないことや、下請構造のな
い業務委託には適用できないこと、労働者性が認められなければ労働法的な保護がない等の課題があ
りました。
　令和３年に内閣官房ほかが行った実態調査でも、フリーランスの約４割が報酬不払い・支払い遅延
等のトラブルを経験しています。またフリーランスの約４割が記載不十分な発注書しか受け取ってな
いか、そもそも発注書を受領していません。フリーランストラブル110番では報酬の支払いに関する
相談が多く寄せられているほか、ハラスメント等就業環境に関する相談も寄せられています。
　これらの課題を受けて成立したのが、このフリーランス新法となります。

＜フリーランス新法の対象＞
　この新法は、業務委託事業者と特定受託事業者との間の業務委託にかかわる取引に適用されます。
　「特定業務委託事業者」は業務委託事業者のうち、①従業員を使用する個人か②法人であって二人
以上の役員がおり、または従業員を使用するものがこれに該当します。下請法と異なり資本関係は無
関係です。
　この新法によって守られるのは特定受託事業者と特定受託業務従事者です。
　ここでの業務委託は、事業者がその事業のために①物品の製造加工、②情報生成物の作成、③役務
の提供を委託する行為を指しています。
　業務委託の内容としては下請法の対象と類似していますが、違うところはこの新法では業務委託を
事業の為に行っていれば良いため、下請構造でなく単なる外部への発注行為であっても業務委託に該
当することになります。
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＜取引適正化に関する規制＞
　取引条件の明示義務
　明示すべき事項を書面又は電磁的方法により明示しなければなりません。明示事項は以下のとおり
です。
　①業務委託事業者及び特定受託事業者の商号、氏名若しくは名称又は事業者別に付された番号、記

号その他の符号であって業務委託事業者及び特定受託事業者を識別できるもの
　②業務委託をした日 
　③特定受託事業者の給付（提供される役務）の内容 
　④特定受託事業者の給付を受領し、又は役務の提供を受ける期日等 
　⑤特定受託事業者の給付を受領し、又は役務の提供を受ける場所 
　⑥特定受託事業者の給付の内容について検査をする場合は、その検査を完了する期日 
　⑦報酬の額 
　⑧支払期日 
　⑨現金以外の方法で報酬を支払う場合の明示事項
　
　期日における報酬支払い義務（第４条）
　〇60日の報酬支払期日：設定業務委託事業者は給付内容を受領した日から起算して60日以内のでき

る限り短い期間に報酬支払期日を定める必要があります。
　　支払期日を定めなかった場合は、下記①②が支払日として法定されます。
　　①当事者間で支払期日を定めなかったときは、物品等を実際に受領した日
　　②物品等を受領した日から起算して60日を超えて定めたときは、受領した日から起算して６０日

を経過した日の前日
　〇30日の報酬支払期日：再委託の場合は30日以内のできる限り短い期間内で報酬支払期日を定める

規定があります。

＜特定業務委託事業者の遵守事項（第５条）＞
　①受領拒否：特定受託事業者の責めに帰すべき事由なく給付の受領を拒むこと（１項１号）
　②報酬の減額：特定受託事業者の責めに帰すべき事由なく業務委託時に定めた報酬の額を減ずるこ

と（１項２号）
　③返品：特定受託事業者の責めに帰すべき事由なく、給付を受領した後、その給付に係る物を引き

取らせること（１項３号）
　④買いたたき：特定受託事業者の給付の内容と同種又は類似の内容の給付に対し通常支払われる対

価に比べて著しく低い報酬の額を不当に定めること（１項４号）
　⑤購入・利用強制：特定受託事業者の給付の内容を均質にし、又はその改善を図るため必要がある

場合その他正当な理由なく物の購入・役務の利用を強制すること（１項５号）
　⑥不当な経済上の利益の提供要請：自己のために金銭、役務その他の経済上の利益を提供させるこ

と（２項１号）
　⑦不当な給付内容の変更及び不当なやり直し：特定受託事業者の責めに帰すべき事由なく、特定受

託事業者の給付の内容を変更させ、又は特定受託事業者の給付を受領した後若しくは特定受託事
業者から役務の提供を受けた後に給付をやり直させること（２項２号）

　
＜違反行為への対応と相談＞
　違反行為への対応
　〇本法律に違反する事実がある場合、特定受託事業者は、本法律の所管省庁（公正取引委員会・中



− 19 −

小企業庁・厚生労働省）に対しその旨を申し出ることができます。（※１）。
　〇特定受託事業者が公正取引委員会・中小企業庁・厚生労働省の窓口に申出をしたとき、業務委託

事業者はそれを理由に不利益取扱いをしてはならないとされています。（６条３項、17条３項）。
　〇法所管省庁は、申出の内容に応じ、必要な調査（報告徴収・立入検査）を行い、申出の内容が事

実である場合、本法律の規定に則って、指導・助言のほか、勧告を行い、勧告に従わない場合に
は、命令（※２）・公表を行うことがあります。

　　　（※１）オンラインや公正取引委員会（本局・地方事務所等）・経済産業局・都道府県労働局で
申出が可能（詳細については、今後、関係省庁のHPで公表予定）。

　　　（※２）命令違反には50万円以下の罰金の可能性があります。
　
　フリーランスからの相談
　〇「フリーランス・トラブル110番」は、フリーランスと発注事業者等との取引上のトラブルについて、

フリーランスが弁護士にワンストップで相談できる窓口として設置されています。
　〇特定受託事業者は、「フリーランス・トラブル110番」に相談を行い、アドバイスを受けることが

できます。
　
＜実務では＞
　〇契約書の作成：取引条件の明示は契約書の形式である必要はありませんが、フリーランスの取引

のトラブルはフリーランス新法の問題であるとともに民法の問題であるため、やはり契約書を作
成しておく方がいいと思います。

　〇中途解約予告：特定業務委託事業者が継続的業務委託契約を解除する場合には原則として30日前
までに予告しなければなりません。また解除予告にあたっても理由の明記までは求められており
ませんが解除の理由は求めがあった場合に開示する必要があるとなっています。やはり事前に書
式の設定があったほうがいいと思います。

　〇ハラスメント防止措置：すでに各社で各種のハラスメント防止措置をしていると思いますので、
その措置に係る規定を修正することで足りると思います。

　　また就業規則上も特定受託事業者に対するハラスメントについても懲戒処分の対象となる旨を規
定する必要があります。

　〇健康管理：個人事業主等の健康管理は個人事業主と自身で行うことが基本です。しかしガイドラ
インには注文者等が個人事業主等の健康管理のために配慮すべき事項がまとめられています。た
だし、違反した場合であっても罰則はありません。

　
　
　フリーランスを企業が活用することで、社内にはない技術・知見をスピーディーに獲得できるとい
うメリットがあります。フリーランスの活用によって自社の従業員のスキルアップを図ることもでき
ます。厳しい社会環境の中で競争力を強化していくためにフリーランスを積極的に活用していくこと
は重要です。フリーランス新法に基づいて積極的な対応をしてはいかがでしょうか。

参考資料：「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律（フリーランス・事業者間取引適正
化等法）説明資料」内閣官房新しい資本主義実現本部事務局、公正取引委員会、中小企業庁、
厚生労働省
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青年部コーナー

令和6年度通常総会を開催して令和6年度通常総会を開催して

代表幹事　髙田　浩之（ウォーターワークス仙台㈱）

　６月29日（土）、仙台市青葉区のホテル白萩において令和６年度宮管青年
部通常総会が会員21名（委任状６名含む）の出席にて開催されました。
　星川勇幹事（㈲嘉平工業所）の司会で開会し、はじめに本山泰督会長（本
山振興㈱）から挨拶がありました。
　続いて、第１号議案〔令和５年度事業報告並びに収支決算承認の件〕、
第２号議案〔令和６年度事業計画案並びに予算案審議の件〕、第３号議案〔会
則の一部変更の件〕が審議され、原案どおり承認されました。第４号議案

総会の様子

総会出席者の集合写真

の〔役員改選の件〕においては選考委員の指名を受
けた井上樹委員長（井上設備工業㈱）のほか２名に
より、新任となる相澤淳幹事（㈱相澤設備）を含む
新たな７名の役員が選任されました。再任された本
山会長より、今年度のスローガンとして「飲水思源　
一歩先へ想いを届けよう」について説明があり「昨
年度の総会懇親会で、渡辺常任相談役からいただい
た『受けた恩は石に刻め、与えた恩は水に流せ』と
のお言葉に大変感銘を受けた。我々青年部らしく先
輩からご教授いただいた事を後輩へ受け継いでいき
ましょう」と今年度の活動指針が示されました。
　総会終了後、今回の総会を以ってご卒業される３名（欠席１名）〔三浦修さん（㈱三浦組）・羽根川
竜さん（㈱羽根川設備工事）・大友進さん（東水工業㈱）〕に卒業証書の授与式が行われ、続いて今年
度新たに入会した新入会員〔阿部瑞樹さん（㈱伊藤工業所）・渡辺悠斗さん（中央管工業㈱）〕の紹介
がありました。なお、卒業式の様子は、“みやかん”盛夏号に掲載のとおり。

本山会長
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青年部幹事に就任して青年部幹事に就任して

幹事　相　澤　　　淳（㈱相澤設備）

親組合　渡辺常任相談役

　その後、井上理事長をはじめ親組合役員及び幹部の方々、青年部ＯＢの
方々にもご参加いただき、名司会者となりました万城目兼司幹事（熱研プ
ラント工業㈱）の司会で懇親会を開催しました。井上理事長から趣向を凝
らした愉しく有難いお話を頂戴し、会場全体が青年部らしい和やかな雰囲
気の中、懇親を深めさせていただきました。歓談中、ご卒業を迎えられた
先輩方の紹介と新入会員の挨拶に続き、これから恒例となるであろう「先
輩から現役世代へのエール」として、偉大なる先輩方から青年部時代の思
い出や現会員へ激励をいただくイベントを企画させていただきました。今
年度は渡辺常任相談役と菅原副理事長お二人から青年部当時の貴重なお話

　この度、幹事を仰せつかりました㈱相澤設備の相澤です。
　私が青年部に入会したのは令和元年になりますので、まだまだ経験が浅
く、この様な大役が私に務まるかとても不安ですが、青年部の活動がより
良いものになるよう精進してまいります。拙い部分も多々あるかと思いま
すが、皆様のご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

を頂戴しました。お話の内容は長くなる為割愛させていただきますが、ユーモアも交え青年部活動の
意味合い・業界の責務についてお話いただき、始めは楽しく笑いながら聞いていた会員も、次第に先
輩方からの熱く重いエールと捉え、身の引き締まる思いで聞き入りました。会の最後には、今年「傘
寿」を迎える渡辺常任相談役に青年部一同から日頃の感謝と共に、些少なお祝いをさせていただき、
感動と先輩方への感謝の中、名残惜しく閉会となりました。

　今年度は３名の先輩がご卒業を迎えた中、新たに２名が青年部へ入会してくれました。会員減少が
取り組むべき課題の中、これから会をどの様に維持し盛り上げていくかが現会員である我々に与えら
れた責務です。受け継いで来た想いを頼りになる次の世代へ届けられる様、今年度も会長を支え取り
組んで参ります。

〔新役員〕
　会　　長　　本山　泰督（本山振興㈱）
　副 会 長　　渡辺啓一郎（渡辺建設工業㈱）
　代表幹事　　髙田　浩之（ウォーターワークス仙台㈱）
　幹　　事　　金来　和広（㈱ユーワ技研）
　幹　　事　　万城目兼司（熱研プラント工業㈱）
　幹　　事　　相澤　　淳（㈱相澤設備）
　監　　査　　星川　　勇（㈲嘉平工業所）
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当組合お取引資機材メーカー
各社様が、おすすめする製品
を紹介するコーナーです。

Mr. みやかん

サドル付分水栓ＲＸ
㈱日邦バルブ

【商品詳細】
　サドル上部が回転し、地震動による配水管変位に対し給水管に過度な負荷が加わることを抑制しま
す。
　サドル上部はねじ式構造で、シンプルかつ信頼性の高い構造をそのままに、非常時には確実に動作
します。

【特徴】
　ＪＷＷＡ Ｂ 117の規格サドルながら、レベル２地震動被災後も給水継続が可能・布設替えを必要
としない性能を確保しています。穿孔機・コア挿入機は従来のものが使用できるため、工具を買い足
す必要がありません。サドルをＲＸに変更するだけで給水分岐部の耐震性を大幅に向上させることが
できます。また、耐震性能以外のメリットとして、近隣工事の際に誤って給水管を引っかけてしまっ
た際の給水分岐部破損抑止も期待できます。

〔問合せ先〕
　　㈱日邦バルブ　仙台営業所 
　　〒980-0014　仙台市青葉区本町3-5-22
　　TEL 022-213-3177　FAX 022-213-3266 

我が社のおすすめ品！我が社のおすすめ品！
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Mr. みやかんの「これ知ってる？」

コスモス
　秋を代表する花のひとつに「コスモス」があります。「コスモス」はピンク、赤、オレンジ、黄、
白などがあり、花の形が桜に似ていることから、秋桜ともいわれています。
　
◇歴史
　メキシコが原産、18世紀末にスペイン人の神父が国に持ち帰り、ヨーロッパへ伝わった。
　日本には、明治12（1879）年に渡来。細い茎の見かけによらず、たくましい生命力を持つため、日
本中のどこにでも咲き多くの人に親しまれている身近な花となっている。

◇名前の由来
　ギリシャ語で「秩序」「飾り」「美しい」という意味を持つ「cosmos」「kosmos」が由来。コスモ
スの花びらのように見えるピンクの舌状花が、規則正しく８枚ずつ並んで整然と咲く様子から、スペ
イン人神父が名付けた。
　英語の「cosmos」の意味には花のコスモス以外に「宇宙」という意味もある。これは、紀元前６
世紀に活躍したギリシャの哲学者ピタゴラスが、宇宙を秩序あるものとして「kosmos」と命名した
と伝わっている。

◇特徴
　・キク科コスモス属の１年草で、葉が羽のように細かく切れ込んでいて糸状に対生。
　・草丈は80cm ～１ｍ。
　・丈夫で、日当たりと風通しがよい場所ならば、あまり土質を選ばずに育つ。

◇花言葉
　「乙女の真心」「調和」「野生美」など。風に揺れる儚げな花姿から「乙女の真心」、英語の読みの“コ
ズモズ”では“宇宙”の意味もあることから「調和」、また、どんな雨や風でも必ず立ち直って花を
咲かせることから「野生美」となったといわれている。

和名の秋桜は、その開花期にぴったりの名前です。しかし、近年は、日の長さにあ
まり影響されない早生品種が主流になり、春にタネをまいて夏から開花を楽しむ
ケースが増えています。

Mr. みやかん
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2024パリオリンピック
全栄興業㈱　代表取締役
宮城県管工業協同組合 
理事　小　野　修　司

　2016年のリオオリンピック、2020年東京オリンピックはコロナの為に１年延びましたが、今年のパ
リオリンピックと、オリンピックイヤーに原稿を頼まれる事が多いので、オリンピックについて書く
ようにしています。
　今回開催されたフランスのパリオリンピックは、時差の関係上、夜の放映が多く、睡眠不足を覚悟
の上で観戦された方も多いと思います。
　今回、私が注目していた競技は、52年ぶりにオリンピックに出場した男子バスケットボール。昨年、オ
リンピック出場をかけて戦い、見事に出場の切符を手に入れました。この時は、ＮＢＡでプレーしている
八村塁選手（明成高校出身）は出場していませんでしたが、オリンピックでは出場するとの事で、期待
は高まるばかりでしたが、結果は決勝リーグに進めず、目標にしていた８位入賞はかないませんでした。
　それから、過去最高の世界ランキング２位の男子バレーボール。名取市出身で、ミドルブロッカー
の小野寺大志選手が出場している事もあって、応援にも熱が入りました。
　余談になりますが、バレーボールの漫画「ハイキュー！！」。仙台が舞台の一つと云う事もあって、
登場人物の中から二人のキャラクターが仙台の観光特使に選ばれています。今年は、小野寺選手と同
じミドルブロッカーの月島蛍と山口忠が選ばれており、これは仙台市の粋な計らいだと思います。
　それに体操、男子団体戦。５種目が終わった時点で２位だった日本は、最後、橋本選手が高得点で
演技を終え、１位になり会場が大盛り上がりしている中、最終演技を残している中国選手を気遣い、
歓声を止めるように促している橋本選手が、競技に入る前の中国選手と握手しているのが印象的で、
相手選手に敬意を払うスポーツマンシップには感動しました。
　これまた余談ですが、ラクビーの試合終了を意味する「ノーサイド」。それは、試合が終了すれば
敵味方、勝者敗者の区別なく、お互いの健闘を讃えあうメッセージが込められています。どんなスポー
ツ競技でも、この精神で臨んでもらいたいし、今回の橋本選手はこれを体現したものだと思います。
　この他にも、柔道やフェンシング、スケートボードに卓球、バトミントン、ゴルフに水泳、陸上競
技等、様々な競技で日本人選手が頑張っていました。次回は、ロサンゼルスでの開催。また、新たな
名場面を期待しつつ、４年後を楽しみに待ちましょう。
　そうそう、最後に馬術の団体で、自分たちで付けたチーム名「初老ジャパン」は、グッドネーミン
グ賞をあげたかったです。

役員ノート役員ノート NoteNote
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組 合 の う ご き

６月１日（土）・青下の杜プロジェクト2024に音楽イベントを企画出展、井上理事長外出席
　　　　　　・組合員佐孝組㈲佐藤大樹社長のご尊父佐藤孝男様の通夜式に井上理事長参列
６月３日（月）・㈱宮城県管工事会館役員会に井上理事長、菅原・小林両副理事長外出席
　　　　　　・建設業労働災害防止協会宮城県支部第59回代議員会に井上理事長出席
　　　　　　・令和６年度第１回みやぎ住まいづくり協議会総会に堀理事ＷＥＢ出席
６月４日（火）・宮城商工中金会臨時役員会に井上理事長出席
　　　　　　・仙台市総合防災訓練に係る事前打合せ会に堀理事、菊地営業課長出席
６月５日（水）・仙台東地区安全運転管理者会令和６年度通常総会に井上理事長出席、席上、菊地営業

課長が交通事故防止に寄与した功績により、同管理者会会長並びに宮城県仙台東警察
署長表彰を受賞

６月10日（月）・宮城県中小企業団体中央会令和６年度（第68期）通常総会に井上理事長出席、席上、
千葉事務局長が組合功労者として同中央会会長表彰を受賞

　　　　　　・令和６年度仙台市技能職団体連絡協議会優秀技能者表彰式及び通常総会に井上理事長
外出席、席上、組合員㈱北栄工業所の吉岡久志氏が優秀技能者として仙技連会長表彰
を受賞

　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に白戸工事部長出席
　　　　　　・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”盛夏号の発刊について
６月12日（水）・令和６年度「市民防災の日」仙台市総合防災訓練に井上理事長、吉田専務理事外参加
　　　　　　・仙台市水道局との応急復旧訓練に菅原副理事長、渡辺配水管部会長、松岡宅内給装部

会長外が参加
　　　　　　・宮管ＢＣＰに基づいて組合員と情報伝達訓練を実施、また組合職員間でも同様の訓練

を実施
　　　　　　・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管安全大会の実施について
６月13日（木）・６月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③総務・厚生委員会報告
　　　　　　　④広報委員会報告
　　　　　　　⑤令和６年度通常総会等報告
　　　　　　　⑥令和５年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑦令和５年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和５年度内脱退組合員の持分清算について
　　　　　　　②令和６年度役員報酬の配分額決定について
　　　　　　　③第47期（令和６・７年度）の常設委員会正副委員長、並びに地区連絡会担当理事の

選任について



− 27 −

　　　　　　　④官公需適格組合委員会委員の選任について
　　　　　　　⑤退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　⑥組合新規加入申込者について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①職員夏季一時金の支給について
　　　　　　・（公財）仙台市水道サービス公社第29回評議員会に井上理事長出席
６月14日（金）・宮城県建設産業団体連合会令和６年度通常総会に堀理事外出席
６月19日（水）・水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催、組合員等41名受講
６月20日（木）・全管連第358回理事会に井上理事長出席
６月21日（金）・㈱宮城県管工事会館役員会、同第51期定時株主総会に井上理事長、菅原・小林両副理

事長外出席
６月24日（月）・仙台東地区安全運転管理者事業主会令和６年度通常総会に井上理事長出席
６月25日（火）・フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催、組合員従業員26名受講
　　　　　　・2024仙台市下水道フェア出展団体担当者打合せ会に阿部経理課長出席
６月26日（水）・令和６年能登半島地震の被災地での応急復旧活動に尽力した功績により、当組合及び

組合員企業11社が仙台市水道事業管理者から感謝状が贈呈された
　　　　　　・仙台市配水管工事業協会・仙台市水道配水管工事安全対策協議会令和６年度通常総会

合同懇談会に井上理事長外出席
６月27日（木）・６月度臨時役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和６年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　　　　　　　②第２倉庫改修工事について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①第47期（令和６・７年度）常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任

について
　　　　　　　②退任委員等に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　③役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
６月28日（金）・令和６年度宮管安全大会を開催、組合員等84名参加
６月29日（土）・宮管青年部連絡協議会令和６年度通常総会懇親会に井上理事長外出席

７月３日（水）・令和６年度産業安全衛生宮城大会が開催され、席上、坪田工業㈱（坪田映二社長）が
建設業労働災害防止協会宮城県支部長から優良賞を受賞

７月４日（木）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会実施報告
　　　　　　　②宮管安全大会実施報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会の実施について
　　　　　　　②宮管親善ゴルフコンペの実施について
　　　　　　　③宮管親善ボウリング大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①広報誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　・日本水道協会東北地方支部第93回総会に堀理事出席
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７月５日（金）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和６年度工事事業の予算と実績（４～５月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①「水道フェア2024」について
　　　　　　　②「2024仙台市下水道フェア」について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①広報誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　　②４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会につい

て
７月10日（水）・「フォーラム：がんばろう！東北」に井上理事長、吉田専務理事、小川常務理事出席
７月11日（木）・宮城県官公需適格組合連絡協議会令和６年度通常総会に井上理事長出席
　　　　　　・全国官公需適格組合協議会令和６年度通常総会及び受注力強化セミナー（官公需

フォーラム）に井上理事長出席
７月12日（金）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③総務・厚生委員会報告
　　　　　　　④フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会実施報告
　　　　　　　⑤令和６年度安全大会実施報告
　　　　　　　⑥上下水道委員会報告
　　　　　　　⑦組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和６年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①宮城県立仙台高等技術専門校からの職業講話講師派遣依頼について
　　　　　　　②お盆休みについて
　　　　　　　③８月度定例役員会の開催予定について
７月18日（木）・全管連令和６年度通常総会・全国大会・懇親会に井上理事長、渡辺常任相談役外出席
　　　　　　・見坂茂範元近畿地方整備局長の講演会に吉田専務理事外出席
７月19日（金）・（一社）日本配管工事業団体連合会2024年度定時総会懇親会に関東資材部次長出席
７月22日（月）・令和６年度宮城県木造家屋等建築工事安全対策委員会並びに幹事会に井上理事長出席
７月23日（火）・第30回宮管・管工事機材展示会説明会開催
７月24日（水）・宮城県中小企業団体事務局長懇話会令和６年度通常総会に吉田専務理事出席
７月29日（月）・宮城県立仙台高等技術専門校職業講話に井上理事長外出席、小野広報委員長が講師を

務める

８月１日（木）・資材委員会開催
　　　　　　　①令和６年６月迄の資材販売実績報告
　　　　　　　②第30回宮管・管工事機材展示会について
　　　　　　　③広報誌“みやかん”への執筆者について
８月２日（金）・令和６年度第１・四半期監査会開催
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８月６日（火）・令和６年度随時実施技能検定（建築配管・プラント配管）実技試験が実施され、藤岡
正行会長（㈱アトマックス）と相澤十四男会長（㈱相澤設備）が技能検定委員として
運営にあたる

８月８日（木）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第１・四半期決算報告
　　　　　　　④第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑥資材委員会報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①組合新規加入申込者について（実態調査報告）
　　　　　　　②宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　　　　　　　③「災害時における水道施設復旧等応援活動に関する要綱」に定める災害復旧応援対

策本部員の一部変更について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①給排水工事施工現場研修について
　　　　　　　②職員の退職と処分について
　　　　　　・役員懇談会開催
８月19日（月）・（一社）宮城県建築士事務所協会令和６年度納涼会に井上理事長出席
８月20日（火）・「水道フェア2024」開会式に井上理事長外出席、当組合ブースの運営に上下水道委員

会の神田委員、古山委員外が従事
８月21日（水）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
８月23日（金）・令和６年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合せ会開催
８月28日（水）・令和６年度（第26回）全管連北海道・東北ブロック協議会に井上理事長、渡辺常任相

談役外出席

組合員のうごき
○組合員商号変更
　株式会社　ＫＯＥＩ（No.42）	 【令和６年７月30日付】

　　新　株式会社　ＫＯＥＩ　仙台支店
　　旧　弘栄設備工業　株式会社　仙台支店

○組合加入
　株式会社 荒設備工業（№216）	 【令和６年８月21日付】
　　代表取締役　荒　　　悠　大
　　　　　　　　〒９８１－８００３　仙台市泉区南光台７丁目40番24号
　　　　　　　　ＴＥＬ（０２２）２９０－７８４６
　　　　　　　　ＦＡＸ（０２２）２９０－７８４７
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理事（役員）会報告

－６月度理事会－　

１．日　　時　　令和６年６月13日（木）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・白戸工事部長・小島修繕センター部長　　
　　　　　　　　　　　　　鈴木資材部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過　　　　　　　
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について５月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③総務・厚生委員会報告
　松岡総務・厚生委員長より、６月12日開催の委員会で協議した令和６年度安全大会の開催要領と、
各表彰受賞者等について報告されるとともに、安全標語については選定した入賞候補作品中から、水
道局担当課の評価を参考にして入賞作を決定する旨が説明され、一同了承した。
　
④広報委員会報告
　小野広報副委員長より、６月10日開催の委員会で、広報誌「みやかん」盛夏号の掲載予定記事等の
検討を行った旨が報告され、一同了承した。

⑤令和６年度通常総会等報告
　千葉事務局長より、５月28日に開催した総会の出席者数と議案審議の結果、及び懇親会の収支等が
報告され、一同了承した。

⑥令和５年度出資金に対する配当金の払い出しについて
⑦令和５年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　須藤事務長より、令和６年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく出資配当金及び資材
並びに工事利用分量割戻金について、支払方法等が説明され、一同了承した。

※協議事項
①令和５年度内脱退組合員の持分清算について
　須藤事務長より、令和５年度内脱退組合員（４社）の出資口数に応じた持分の清算について説明さ
れ、一同了承した。
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②令和６年度役員報酬の配分額決定について
　吉田専務理事より、令和６年度通常総会で可決確定した役員報酬について、その配分及び支給方法
等が提案され、一同了承した。

③第47期（令和６・７年度）の常設委員会正副委員長、並びに地区連絡会担当理事の選任について
　井上理事長より、第47期各委員会正副委員長と地区連絡会各ブロック担当理事の選任案が説明され、
一同了承した。

④官公需適格組合委員会委員の選任について
　吉田専務理事より、首題委員会の委員構成案が諮られ、原案どおり一同了承した。

⑤退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　吉田専務理事より、前期を以て退任することになった理事に対する感謝状と記念品について、規程
及び内規に基づく贈呈案が説明され、一同了承した。

⑥組合新規加入申込者について
　千葉事務局長より、１社から組合新規加入申し込みがあり、今後、総務・厚生委員会による実態調
査を行った上であらためて理事会に諮る旨が説明され、一同了承した。

※その他
①職員夏季一時金の支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について説明され、一同了承した。

－６月度臨時役員会－　

１．日　　時　　令和６年６月27日（木）15：00 ～ 15：40
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・吉田専務理事・小川常務理事
　　　　　　　　　　　　　松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事・相澤理事・大浦理事
　　　　　　　　　　　　　服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・三浦監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長

計４名
４．議題及び議事経過　　　　　　　
※報告事項
①令和６年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　鈴木資材部長より、６月19日に開催した首題講習会について、受講者数、収支等が報告され、一同
了承した。

②第２倉庫改修工事について
　堀理事より、首題工事の発注手続き等進捗状況について報告され、一同了承した。
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※協議事項
①第47期（令和６・７年度）常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任について
　吉田専務理事より、各委員会の正副委員長間で調整した各常設委員会の委員と、地区連絡会各ブロッ
クの担当理事が調整した各ブロック正副代表幹事の選任案が説明され、一同了承した。

②退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　吉田専務理事より、前期を以て退任することになった常設委員会の委員並びに地区連絡会幹事に対
する感謝状と記念品について、規程及び内規に基づき贈呈する案が説明され、一同了承した。

③役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　須藤事務長より、見出しの保険について概要等が説明され、継続加入することで一同了承した。

－７月度理事会－　

１．日　　時　　令和６年７月12日（金）15：00 ～ 15：40
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について６月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③総務・厚生委員会報告
④フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会実施報告
⑤令和６年度安全大会実施報告
　松岡総務・厚生委員長より、７月４日に開催した首題委員会において、組合への新規加入申し込み
があった１社の実態調査を所管委員会として実施すること、フルハーネス型安全帯使用作業特別教育
講習会について実施報告を行ったこと、次いで服部副委員長より安全大会について実施報告を行った
こと、また松岡委員長よりゴルフコンペ、給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会、ボウリング
大会の実施について、それぞれ開催期日、場所、実施要領を協議決定した旨と、広報誌「みやかん」
へ寄稿執筆する委員を決定したことが報告され、一同了承した。

⑥上下水道委員会報告
　郷古上下水道委員長より、７月５日に開催した委員会において、令和６年度工事事業の５月までの
実績、仙台市指定給水装置工事事業者及び公認排水設備工事事業者数の推移を報告し、次いで水道フェ
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ア2024と2024仙台市下水道フェアについて事務局より開催概要の説明を受け当日従事する担当委員を
選定したこと、広報誌「みやかん」へ寄稿執筆する委員を決定したことが報告され、一同了承した。

⑦組合員の脱退について
　須藤事務長より、組合員１社から７月２日付で組合脱退の予告書が提出され、自由脱退であるため、
定款の規定により、令和８年３月31日付で脱退処理する旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①令和６年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　千葉事務局長より、今年度の地区連絡会ブロック会議の開催について提案され、後日、地区連絡会
正副代表幹事全体会議で開催要領案を説明することとし、一同了承した

※その他
①宮城県立仙台高等技術専門校からの職業講話講師派遣依頼について
　堀理事より、仙台高等技術専門校が同校設備工事科の学生を対象とした職業講話を実施するに当た
り、今年度も当組合へ講師の派遣依頼があったこと、ついては、今年度から広報委員会が所管となり、
今回は小野広報委員長に講師を承引していただき、昨年同様メーカー３社にも協力を依頼して対応し
たい旨が説明され、一同了承した。

②お盆休みについて
　千葉事務局長より、今年度のお盆休業について、就業規則に定める８月13日～ 16日の４日間に加え、
４月度役員会で既決のとおり、８月17日を建設業週休二日制普及促進ＤＡＹへの取組日として指定有
給休暇制度を活用した休業日とし、８月13日～ 17日をお盆休業とする旨が提案され、一同了承した。

③８月度定例役員会の開催予定について
　井上理事長より、８月度定例役員会をウェスティンホテル仙台で行い、役員会終了後に役員懇談会
を開催したい旨が提案され、一同了承した。

－８月度役員会－　　　　　　　　　　　　　　　 

１．日　　時　　令和６年８月８日（木）16：00 ～ 17：00
２．場　　所　　ウェスティンホテル仙台　25階　雅
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　欠席
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。
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②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について７月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③第１・四半期決算報告
④第１・四半期監査報告
　須藤事務長より、第１・四半期（令和６年４月１日～令和６年６月20日）の決算内容が報告された
後、８月２日に行った監査の結果について、適正に会計処理されている旨の監査報告書が示され、一
同了承した。

⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　千葉事務局長より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和６年４月から令和６年７月末迄に12社が
新たに指定され、11社が指定廃止となったことから、７月末現在の指定業者数は526社になっている
こと、また、排水設備工事業者は令和６年８月１日付で新たに６社が承認された一方、１社が承認取
り消しとなったため、同日現在で374社になっていることが報告され、一同了承した。

⑥資材委員会報告
　大泉資材副委員長より、８月１日に開催した委員会において、令和６年度６月分までの資材販売実
績が報告されたこと、次いで、第30回宮管・管工事機材展示会の実施要領等について協議し、下記の
予定で準備を進めていくこととした旨が説明され、また、広報誌「みやかん」へ投稿文を執筆する委
員を選定したことが報告され、一同了承した。
　開催日時：令和６年９月13日（金）10：00 ～ 16：00　場所：サンフェスタ卸町会館

※協議事項
①組合新規加入申込者について（実態調査報告）
　松岡総務・厚生委員長より、組合への加入申し込みがあった㈱荒設備工業について７月24日に実態
調査を行った内容が報告され、協議の結果、加入を承認することとし、一同了承した。

②宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　堀理事より、首題の件について昨年度に引き続き宮城県白石工業高等学校から講習会開催に対する
協力依頼があり、昨年同様メーカー３社の協力を得て10月８日～９日に実施したい旨が提案され、一
同了承した。

③「災害時における水道施設復旧等応援活動に関する要綱」に定める災害復旧応援対策本部員の一部
変更について
　吉田専務理事より、役員の改選と地区連絡会各ブロック正副代表幹事の変更等に伴い、首題本部員
の配置を一部変更する案が説明され、一同了承した。

※その他
①給排水工事施工現場研修について
　堀理事より、（公財）仙台市水道サービス公社から同公社職員を対象とした首題研修を行うにあたり、
組合員が施工している工事作業現場を見学させてほしい旨の依頼があり、見学現場については上下水
道委員会の協力を得たい旨が提案されるとともに、宮管の新入職員も研修させたい旨が付言され、一
同了承した。
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職員の人事

○嘱託員採用
【令和６年９月17日付】
　伊藤　博敏　修繕センター部電話受付係

○退職
【令和６年８月８日付】
　内海　崇耶　修繕センター部電話受付係

②職員の退職と処分について
　吉田専務理事より、職員１名から８月１日に退職届が出されたことが報告されるとともに、その処
分について説明され、了承した。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本産業規格認証取得工場

マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219

伊藤氏
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太　白　

　令和５年若草号から、仙台市内の地名の由来を紹介しています。
　仙台が、城下町として誕生したのは、今からおよそ420年前に遡ります。慶長６（1601）年に、伊
達政宗が仙台城の築造を計画し、仙台城下の町割りや屋敷割りを行い、そして、慶長８（1603）年８
月に、岩出山城下から約５万人が移ってきたと伝わっています。

　太白区は、仙台市の南西部に位置し、名取川に沿って東西に帯状に広がった形状をしている。
　区名は太白山に由来しており、その姿はきれいな三角形で目を引き、地域のシンボルとなっている。
太白山自然観察の森は、市街地の近くにありながら、動植物の種類豊富な自然の宝庫となっており、
豊かな自然を身近に観察することができる。
　また、太白区内には市内の４割を超える埋蔵文化財が集中しており、富沢遺跡や郡山遺跡等の大規
模な埋蔵文化財の存在も区の大きな特徴となっている。中でも富沢遺跡は、体験型遺跡公園として整
備され、「地底の森ミュージアム（富沢遺跡保存館）」では、２万年前の太古の遺跡を発掘されたまま
の姿で保存し公開している。
　近年は地下鉄東西線の開業、仙台市立病院の移転、「仙台ＰＩＴ」などの多様な広域集客施設や店
舗の設置等により、新たな発展をみせている。

・太白山
　古来、太白山は「生出山」「オドガモリ」「ウドガモリ」「名取富士」などとも呼ばれていたが、伊
達政宗の時代に「太白山」と命名された。
　太白山という名称は日本固有のものではなく、中国に由来すると伝わっている。中国に太白山とい
う山が存在し、“太白”は、中国では宵の明星である金星を指す言葉とのこと。
　中国の太白山と仙台の太白山は、（高さも形も全く違う山だったが）都と金星と山の位置関係が同
じだったことが理由で、同じ名前が付けられたと言われている。
　つまり、中国の太白山は、「西安（唐の都である長安）から見て『太白山上に金星が輝き、そして沈む』」、
仙台の太白山も、「仙台城から見ると『太白山上に金星が輝き、そして沈む』」位置関係だそうである。
このことに気がついた仙台藩の儒学者が、「太白星地に落ちてこの山となる」と言ったと伝承されている。

仙台地名の由来仙台地名の由来

古代日本が律令制のシステムを中国に倣ったのと同様に、近世になってからも中国を倣
う傾向が仙台のような地方でも依然としてあったことが窺えるエピソードですね。

Mr. みやかん
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健康だより

宮城県北部保健福祉事務所（大崎保健所）発行「北部健康かわら版」より転載
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「湯
ゆ

水
み ず

のように使う」
節約することを考えず、あるだけのものをどんどん使うことのたとえ。

ことわざ・漢字コーナーことわざ・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月のことわざ――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　質朴（　　　　　）
２　酷似（　　　　　）
３　陥る（　　　　　）
４　偽る（　　　　　）
５　拒む（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　取締役と部長をカねる。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　コップの縁がカける。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　校庭を全力でカける。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　壁に絵をカける。　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　川に橋をカける。　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　粗（　　）粗　食　　　 　　 ２　悠　悠（　　）適

※解答は40頁です。

東北支社　〒984-0032

宮城県仙台市若林区荒井6丁目1-14

TEL:022-287-3363　FAX:022-287-3365
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編集歳時記
（2024年清秋号№512）

　この夏の日本列島は、記録を更新するほど猛烈な暑さが長く続いた。ゲリラ雷雨も頻発し、記録的

な短時間豪雨となって、道路冠水で立ち往生する車やマンホールから吹き上がる水柱は定番の映像と

なった。仕事柄、この空を舞う水は雨水だけではないはずと、余計なことを思ってしまう。台風は立

て続けに発生し、列島めがけて接近してくる。その都度交通機関は大混乱し、利用者は翻弄されていた。

台風のコースもいつもと違う感じで、仙台には来ないでと、ひたすら神頼みをしていた。さらに日向

灘の地震に始まる南海トラフ地震の事前情報発出では、13年前の東日本大震災の再来かとハラハラし

た。今年は元旦の能登半島地震に始まり、千葉県での群発地震など、多くない？という疑問と、そろ

そろ次が来るかも？という心配が尽きないが、とにかく水インフラに被害の出るような大地震は勘弁

してくださいというところが本音である。

　出だしから異常気象や地震の話題で申し訳ないが、「歳時記」とは季節に応じた祭事や自然現象な

どを綺麗に文章にまとめるものなので、綺麗かどうかは別にして容赦していただきたい。

　気付くと早いもので年度の折り返し点を迎えたところである。改めてこの半年を振り返ると、４月

には新入職員５名を迎えて新年度がスタートした。将来の宮管を背負って立つ期待の人材である。各

人ともに職場の環境に慣れて活躍しているようで、これからが楽しみである。

　コロナ対策で強いられた行事の縮小はようやく無くなり、イベントは従前の規模に戻っている。た

とえば水道局との防災訓練は、久しぶりに多くの組合員の参加をいただき実施することができた。ま

た、スマホのチャットを危機情報連絡に活用できるなど、ヒトもモノも少しずつ入れ替わりながら新

しいフェーズに向けて進化していると実感する。

　総会など定例的な公式行事が多かった上半期と異なり、下半期はじっくり腰を据えて、組合の成長

戦略を考え、課題を改善し、来期に向けてのステップとしなければならないと考える。庭の樹木に例

えれば、春から夏にかけては新芽が出て四方八方延びまくるが、良いタイミングでの剪定と施肥によ

り、来年の花芽をしっかりつけ、良い実を結んでくれる。

　緑つながりでもう一つ。私のライフワークである構内の除草作業では、土と天候の環境が良いため

か次々に生え変わる雑草と、楽しく向き合っている。緑地帯として見栄えの良い草だけが生え残るよ

うに工夫しているが、さすがの雑草パワーには全くかなわず、これが一番の課題かもしれない。

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　堀　　政信
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．しつぼく　　２．こくじ　　３．おちい　　４．いつわ　　５．こば

二．　１．兼　　２．欠　　３．駆　　４．掛　　５．架

三．　粗衣粗食（そいそしょく）
　　　　粗末な衣服や食事。つつましい生活のたとえ。

　　　悠悠自適（ゆうゆうじてき）
　　　　伸びやかに、心のままに過ごす様。類義語：悠然自得

宮城県管工業協同組合　第47期　広報委員会

委 員 長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）　　 
副委員長　大　浦　　　明　（㈱仙塩管工事センター　代表取締役社長）　　
委　　員　佐　藤　　　健　（佐 静 建 設 ㈱　代表取締役社長）　　
委　　員　金　来　和　広　（㈱ ユ ー ワ 技 研　代表取締役社長）　 
委　　員　坪　田　映　二　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）　 
委　　員　大　友　　　進　（東 水 工 業 ㈱　専 務 取 締 役）　 
委　　員　石　川　　　渡　（㈱いづみ衛生施設工業　代表取締役社長）

専務理事　吉　田　秀　之
理　　事　堀　　　政　信

編集・発行


